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 　４　ゴールとの関連が不明なものは「その他」に記載してください。
 　５　取組目標については、毎年１月に達成状況を報告していただきます。

１
事業所・団体等又は
関連事業者等の名称 本社が届け出る場合は、事業所（支店・営業所等）の数

・静岡市森林環境アドプト事業への
協賛の継続。
・安倍川流木クリーン祭りへの職員
の参加継続。
・ＣＯ２排出量削減を目的として、
電気自動車を導入する。（１台以
上）
・農業ボランティアの継続。

（記載上の注意）

　 １　取組目標は３つ以上のゴールについて目標を設定し、記載してください。
 　２　取組のない目標については、行ごと削除してください。
 　３　取組目標は、出来る限り定量的に記載してください。

・静岡市森林環境アドプト事業への
協賛の継続。
・安倍川流木クリーン祭りへの職員
の参加継続。
・ＣＯ２排出量削減を目的として、
電気自動車を導入する。（１台以
上）
・農業ボランティアの実施。

・静岡市森林環境アドプト事業へ協
賛、2022年は20万円と増額対応。
・安倍川流木クリーン祭りについて
2022年の本会参加日は雨天中止。
・2022年８月超小型電気自動車C+pod
を総務部メール室に１台導入。
・職員・家族（計104名）による農業
ボランティアを実施。

3 事業所

静岡県信用農業協同組合連合会

https://www.jabank-shizuoka.gr.jp/shinren/

静岡市駿河区曲金3-8-1

422-8621

268 人

８．金融・保険業

５ 所　　在　　地

ホームページＵＲＬ

業　　　　　種

従業員（構成員）数

ＳＤＧｓ宣言達成状況報告書
　私たちは、宣言書に記載した取組目標の達成状況を次のとおり報告し、持続可能なまちづくりに向けて、次のとおり
取り組むことを宣言します。

報告日 2023

年12月31日までの取組目標

事業所・団体等又は関連事業者等としての2030年の（又は中長期的な）あるべき姿

「創造性ある金融サービスを通して地域社会に貢献する」という経営理念のもとに、‘Agrigional Coordinator（アグリー
ジョナルコーディネーター）’として、ヒトと地域、食農分野をつなぎ、地域社会と農業の持続的発展に貢献する。

事業所・団体等又は関連事業者等としてのねらい、特徴的な活動

農業専門金融機関として、食農分野におけるビジネスマッチングを実施するなど、食農分野における地域のつなぎ役とし
て、静岡県の農業・産業の活性化に寄与している。

目標に関連する取組内容

ゴール 2022 年12月31日までの取組目標 左記取組目標の達成状況 2023

・農業法人等及び食農関連企業から
のニーズ収集を強化、食農ビジネス
マッチングへの取組みを継続。（年
間マッチング目標35件）
・農業法人等へのコンサルティング
の継続・ソリューションの進捗状況
の把握。
・農業法人等のニーズを踏まえた資
金提案・融資対応を継続。

フードバンクふじのくにへの食料品
の提供を随時実施。（１回以上）

・親元就農者への支援事業により、
知識・技術習得等に係る費用助成を
実施。
・農業高校・大学あわせて11校の学
生が行う研究等27企画に対して、費
用を助成（2021年度事業）。
・静岡県と連携のもと、2022年2月及
び11月に「雇用管理・人材育成」、
「農業マーケティングのこれから」
をそれぞれテーマとする農業者向け
アグリビジネスセミナー開催。

親元就農者や農業高校・大学への資
金支援を継続し、担い手となる人材
の育成を図るとともに、行政等及び
ＪＡバンク独自の各種支援制度を活
用した資金コーディネイトを行うな
ど、農業者等へ金融サービス通じた
支援を継続していく。

・時間外労働状況のモニタリングの
継続実施
・保健師による健康相談（月１回＋
随時開催）

・時間外労働状況のモニタリングの
継続実施
・保健師による健康相談
 （R4年度…計14回　延112名実施）

・時間外労働状況のモニタリングの
継続実施
・保健師による健康相談（月１回＋
随時開催）

県内の小学５年生を対象とした補助
教材の贈呈事業を継続し、食農に対
する理解促進を図っていく。

2022年3月に静岡市、浜松市、静岡県
の各教育委員会へ目録を贈呈すると
ともに、県内５３０校（特別支援学
校を含む）の小学５年生（約3万9千
人）に教材を贈呈。

県内の小学５年生を対象とした補助
教材の贈呈事業を継続し、食農に対
する理解促進を図っていく。

親元就農者や農業高校・大学への資
金支援を継続し、担い手となる人材
の育成を図るとともに、行政等及び
ＪＡバンク独自の各種支援制度を活
用した資金コーディネイトを行うな
ど、農業者等へ金融サービス通じた
支援を継続していく。

フードバンクふじのくにへの食料品
の提供を随時実施。（１回以上）

フードバンクふじのくにに対し、
2022年10月にふわふわ玉子粥180食を
寄贈した。

・農業法人等及び食農関連企業から
のニーズ収集を強化、食農ビジネス
マッチングへの取組みを継続。（年
間マッチング目標35件）
・農業法人等へのコンサルティング
を継続（年間実施目標２件）
・農業法人等のニーズを踏まえた資
金提案・融資対応を継続

・農業法人等や食農関連企業からの
ニーズをつなぐマッチングを実践。
（2022年4月以降、28件成約）
・農業法人等へのコンサルティング
を実施し、ソリューションを提案。
（2022年4月以降、2件実施）
・農業法人等の生産拡大等に資する
融資を対応。


